
Pick UP！【AIニュース】
（過去24時間∕2025年4⽉23⽇時点）

2025年4⽉23⽇時点での最新AI技術動向をお届けします。過去24時間に報告
された重要なAI関連ニュースを厳選し、技術⾰新からビジネス活⽤まで幅広
く網羅しています。Anthropicの「Claude」⼤幅アップデート、OpenAIの新
⾳声モデル、セキュリティ対策の最新指針など、AI業界の最前線情報をご紹
介します。

各トピックでは技術的側⾯だけでなく、実際のビジネス活⽤事例や今後の展
望についても詳しく解説します。AIテクノロジーが私たちの⽣活や仕事をどの
ように変えていくのか、その最新動向をお伝えします。

gozen-ai.com

GOZEN AI Lab

AIと⼀緒に「⾯倒くさい」をひとつでも⼿放す仕
組みを⽇々研究中！

https://gozen-ai.com/


Claude⼤幅アップデート：情
報収集と業務効率の⾰新

Research機能
複数ウェブサイトの検索を⾃律的に繰り返し実⾏

⾼精度な情報収集が可能になり、調査効率が⼤幅向上

Google Workspace連携
Googleのオフィスツールとシームレスに連携

ドキュメント作成からスプレッドシート分析までAIサポート

業務効率向上
情報収集から⽂書作成までのワークフローを効率化

複雑な調査タスクを⾃動化し、⼈間はより創造的な業務に集中
可能

Anthropicは2025年4⽉、⽣成AI「Claude」の⼤規模アップデートを発表し
ました。新たに追加された「Research」機能により、Claudeは複数のウェブ
サイトから情報を収集し、その結果に基づいて次の検索を⾃律的に実⾏する
ことができます。この機能によって、調査プロセスの効率と精度が⾶躍的に
向上しています。

また、Google Workspaceとの連携機能も追加され、Googleドキュメントや
スプレッドシートなどのツールとシームレスにAIを活⽤できるようになりま
した。これらの機能強化により、ビジネスユーザーの業務効率は⼤幅に向上
すると期待されています。



偽アプリ「ChatGTP」の出現
と強制課⾦問題
偽アプリの特徴
ChatGPTに⾮常に類似したUI/UX

デザイン

無料トライアルを謳いながら強
制的に課⾦される仕組み

公式アプリと紛らわしい名称
「ChatGTP」の使⽤

リスク要因
個⼈情報漏洩の危険性

意図しない⾼額課⾦の発⽣

アプリのセキュリティ脆弱性に
よる追加リスク

対策⽅法
公式アプリストアの評価‧レビューを確認

開発者情報を必ず確認（公式はOpenAI）

不審なアプリを⾒つけた場合はストア運営者に報告

App Storeにおいて、OpenAIの公式アプリ「ChatGPT」に酷似した
「ChatGTP」という偽アプリが登場し、問題となっています。このアプリは
無料トライアルを謳いながら、実際には強制的に課⾦される仕組みになって
いると報告されています。特に英語圏のユーザーを中⼼に被害が拡⼤してい
ます。

このような偽アプリは単なる課⾦問題だけでなく、個⼈情報の漏洩やセキュ
リティリスクも伴います。正規のAIアプリを利⽤する際は、開発者情報の確
認やユーザーレビューのチェックなど、慎重な判断が必要です。AI技術の普
及に伴い、このような詐欺的アプリの増加が懸念されています。



OpenAIが新⾳声モデルで⽂
字起こしと⾳声合成を⾰新

⾼精度⾳声認識モデル導⼊
「gpt-4o-transcribe」「gpt-4o-mini-transcribe」をAPIに実
装

単語誤り率の⼤幅低減を実現し、ノイズ環境や話速変化に強い
性能を確保

多⾔語‧多アクセント対応
多様なアクセントや⽅⾔を⾼精度で認識可能

多⾔語会話の⽂字起こしにも優れた性能を発揮

強化学習による性能向上
⼤規模データセットでのトレーニングを実施

実際の利⽤シーンでのフィードバックを反映した継続的改善

OpenAIは2025年4⽉21⽇〜22⽇頃、最新の⾳声認識と⾳声合成モデル「gpt-

4o-transcribe」と「gpt-4o-mini-transcribe」をAPIに導⼊したと発表しま
した。この新モデルによって単語誤り率が⼤幅に低減し、多様なアクセント
やノイズ環境、話速の変化にも強い性能を獲得しています。

特に顧客サポートの電話対応、会議の⽂字起こし、多⾔語会話などの分野で
信頼性が⼤きく向上しています。強化学習や⼤規模データセットを⽤いたト
レーニング⼿法の改善も特徴の⼀つです。この技術⾰新により、⾳声インタ
ーフェースを活⽤したAIアプリケーションの可能性が⼤きく広がると期待さ
れています。



Gartnerが提⾔：企業のセキュリティ運⽤における
AI活⽤4つのアプローチ

AIによる脅威検知強化
異常検知と予測的防御

インシデント対応の⾃動化
初期対応と分析の効率化

AIガバナンスとリスク管理
責任あるAI利⽤の体制構築

⼈材育成とAIの協働
セキュリティ⼈材とAIの連携強化

国際的リサーチ企業のGartnerは2025年4⽉22⽇、企業のセキュリティ運⽤（SecOps）にAIを活⽤するための4つの指針を発表しま
した。これはクラウドネイティブ環境での脅威が増⼤する中、サイバーレジリエンスを強化するための重要なアプローチとして注⽬
されています。

特に注⽬すべきは、単なる技術導⼊にとどまらず、⼈材育成やガバナンス体制の構築も重視している点です。AI技術の急速な進化に対
応するためには、技術と⼈材の両⾯からのアプローチが不可⽋であるとGartnerは強調しています。今後、多くの企業がこれらの指針
に沿ったセキュリティ体制の⾒直しを進めると予測されています。



独⾃アルゴリズムで学習不要のAI精度向上技術が
登場

従来の課題
AIの精度向上には⼤量のデータと⻑時間
の学習が必要でした。これは計算資源の
コストや環境負荷の問題を引き起こし、
中⼩企業や特定分野での活⽤を制限して
いました。

新技術の特徴
独⾃に開発されたアルゴリズムにより、
追加学習なしでAIの精度を向上させること
に成功しました。これにより従来のAIシス
テムを活⽤したまま、低コストで性能向
上が実現できます。

今後の展望
この技術は2025年5⽉1⽇から提供開始予
定で、様々な業界でのAI活⽤を加速させる
と期待されています。特に専⾨分野や限ら
れたデータセットでの活⽤に⼤きな可能
性をもたらします。

2025年4⽉22⽇、業界初となる「学習させずにAI精度を向上させる」技術が発表されました。この独⾃アルゴリズムを活⽤した技術
は、従来必要とされていた⼤量のデータ収集や⻑時間の学習プロセスを経ることなく、AIの性能を⾼めることができます。

この技術⾰新により、計算リソースの制約がある企業でも⾼度なAI活⽤が可能になると期待されています。また、環境負荷の軽減にも
貢献する点で、持続可能なAI開発のモデルケースともなりうるでしょう。5⽉1⽇からのサービス提供開始に向けて、様々な業界から注
⽬を集めています。



地⽅創⽣とAI：広島県の移住相談AIと厚労省のハ
ローワークAI
広島県「ひろしま移住AIナビ」

NTTデータと協⼒して開発された移住相談特化型AI

特徴：

地域特性や⽣活環境の詳細情報を提供

移住希望者の希望条件に基づいたレコメンド

各種⽀援制度の案内と申請サポート

移住検討者の初期相談から具体的な⼿続きまでをAIがサポート
し、地⽅創⽣を促進

厚労省「ハローワークAI」

2025年度中に実証実験開始予定の求職⽀援AI

⽬的：

求職者の問い合わせ対応の効率化

求⼈情報データベースの登録‧管理の⾃動化

求職者と求⼈のマッチング精度向上

⼈⼿不⾜が深刻なハローワーク業務の効率化と、求職者へのサ
ービス向上を両⽴

地⽅⾃治体や政府機関でもAI活⽤が進んでいます。広島県は「ひろしま移住AIナビ」の提供を開始し、移住希望者に対して効率的な情
報提供と相談対応を実現しています。このサービスはNTTデータとの協⼒により開発され、地⽅への移住促進に貢献することが期待さ
れています。

⼀⽅、厚⽣労働省はハローワークでの⽣成AI導⼊に向けた実証実験を2025年度中に実施すると発表しました。AIは問い合わせ対応や
データ登録作業の効率化に活⽤される予定です。これらの取り組みは、⾏政サービスの質を向上させるとともに、⼈⼝減少や労働⼒
不⾜といった社会課題の解決にもつながると期待されています。



映画級VFXを⼿軽に：AI動画⽣成「Vidu Q1」の⾰
新性

2025年4⽉22⽇、AI動画⽣成プラットフォーム「Vidu」が新モデル「Q1」をグローバルリリースしました。この⾰新的なプラットフ
ォームは、わずか2枚の画像（スタートフレームとエンドフレーム）とテキスト指⽰だけで、滑らかで⼀貫性のある映像遷移を⾃動⽣
成できます。映画レベルのVFX効果と⾼⾳質サウンドを誰でも⼿軽に実現できる点が最⼤の特徴です。

特に⽇本のアニメ制作スタジオやクリエイターからは、作業効率の向上と表現の幅が広がるツールとして⾼い評価を受けています。
従来は専⾨的な技術と⾼額な機材が必要だった映像制作が、AIによって⺠主化されつつあります。「Vidu Q1」は今後、広告制作やSNS

コンテンツ、教育分野など様々な領域での活⽤が期待されています。


